
(57)【要約】

【課題】製造された紡績糸自体が様々な色を有するので

、その紡績糸を用いて織り上げられた布が豊富できめ細

かい色彩を呈する紡績糸の製造方法を提供する。

【解決手段】色の異なる複数組のトップ１０ａ、１０ｂ

、１０ｃ、１０ｄを用意し、まず各組のトップ１０ａ、

１０ｂ、１０ｃ、１０ｄをそれぞれ梳綿機２０で梳綿処

理し、色の異なる複数組のカードスライバー３０ａ、３

０ｂ、３０ｃ、３０ｄを製造し、さらに該カードスライ

バー３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄを練条機４０に入

れて練条処理し、１組の練条スライバー５０を製造し、

続いて該練条スライバー５０を粗紡機６０を利用して粗

紡処理し、粗糸７０を製造し、最後に該粗糸７０を精紡

機８０で精紡処理し、紡績糸９０を製造する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ ａ ） 色 の 異 な る 複 数 組 の ト ッ プ を 用 意 す る 工 程 と 、
（ ｂ ） ａ 工 程 の 各 ト ッ プ を そ れ ぞ れ 梳 綿 処 理 し 、 色 の 異 な る 複 数 組 の カ ー ド ス ラ イ バ ー を
製 造 す る 工 程 と 、
（ ｃ ） ｂ 工 程 で 得 た 複 数 組 の カ ー ド ス ラ イ バ ー を 練 条 処 理 し 、 １ 組 の 練 条 ス ラ イ バ ー を 製
造 す る 工 程 と 、
（ ｄ ） ｃ 工 程 で 得 た 練 条 ス ラ イ バ ー を 粗 紡 処 理 し 、 粗 糸 を 製 造 す る 工 程 と 、
（ ｅ ） ｄ 工 程 で 得 た 粗 糸 を 精 紡 処 理 し 、 紡 績 糸 を 製 造 す る 工 程 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 紡 績 糸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ａ 工 程 で ４ 組 の 前 記 ト ッ プ を 用 意 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 紡 績 糸 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ｂ 工 程 で 各 ト ッ プ は そ れ ぞ れ ４ 回 の 梳 綿 処 理 が 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 紡 績 糸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ｄ 工 程 で は 、 ｃ 工 程 で 得 た 前 記 練 条 ス ラ イ バ ー と 、 １ 本 の １ ／ ３ ８ Ｓ Ｍ Ｍ の 高 収 縮 糸
と を 同 時 に 粗 紡 機 に 入 れ 、 撚 度 ３ ０ ～ ４ ５ Ｔ ／ Ｍ で 撚 り を か け て １ ／ ３ ８ Ｍ Ｍ に し 、 さ ら
に １ 本 の １ ／ ３ ８ Ｓ Ｍ Ｍ の 高 収 縮 糸 を 撚 度 ７ ５ Ｔ ／ Ｍ で Ｓ 撚 に 撚 り 合 わ せ て 前 記 粗 糸 を 製
造 し 、 前 記 粗 糸 を か せ 状 に 成 形 し 、 さ ら に 糸 に １ ０ ０ ℃ の ス チ ー ム セ ッ ト 処 理 を 施 し て 形
状 を 固 定 し 、 立 体 感 の あ る ル ー プ ヤ ー ン を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 紡 績
糸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 高 収 縮 糸 の 収 縮 率 は 、 ４ ０ ％ 、 ２ ０ ％ ま た は ８ ％ の い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ 記 載 の 紡 績 糸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ｅ 工 程 で 製 造 さ れ た 紡 績 糸 の 番 手 は 、 １ ／ １ ． ５ ～ １ ／ ６ ０ Ｓ Ｍ Ｍ で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 紡 績 糸 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 紡 織 工 程 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 様 々 な 色 を 有 す る 紡 績 糸 （ ｙ ａ ｒ ｎ ） の
製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 的 に 、 布 に 彩 色 を 施 す 方 法 と し て は 、 布 を 織 っ た 後 で 染 色 を 行 う 方 法 、 ま た は 最 初 か
ら 色 を 有 す る 紡 績 糸 で 布 を 織 る 方 法 が あ る 。 そ の う ち 、 染 色 し た 布 は 通 常 布 全 体 が 等 し く
単 一 の 色 で あ り （ せ い ぜ い 段 階 的 に 色 調 を 変 え る く ら い で あ る ） 、 比 較 的 素 朴 で 単 調 で あ
る 。 一 方 、 色 を 有 す る 紡 績 糸 で 布 を 織 る 技 法 は 次 の 通 り で あ る 。 一 つ の 技 法 で は 、 数 本 の
異 な る （ 単 一 の ） 色 の 糸 を 特 殊 配 列 構 造 に 形 成 し て 織 り 特 定 の 色 模 様 を 有 す る 布 に し 、 別
の 一 つ の 技 法 で は 、 紡 績 糸 自 体 の 色 が 長 手 方 向 に 部 分 ご と に 変 化 し て お り 、 よ っ て 、 織 り
上 が っ た 布 は 不 規 則 に 美 し く 入 り 交 じ っ た 色 彩 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 主 要 な 目 的 は 、 製 造 さ れ た 紡 績 糸 自 体 が 様 々 な 色 を 有 し て お り 、 よ っ て 、 そ の 紡
績 糸 を 用 い て 織 り 上 げ ら れ た 布 が 豊 富 で き め 細 か い 色 彩 を 呈 し 、 従 来 の ど の よ う な 彩 色 布
と も 異 な る 紡 績 糸 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 紡 績 糸 の 製 造 方 法 で は 、 色 の 異 な る 複 数 組 の ト ッ プ
（ ｔ ｏ ｐ ） を 用 意 し 、 ま ず 各 組 の ト ッ プ を そ れ ぞ れ 梳 綿 （ ｃ ａ ｒ ｄ ｉ ｎ ｇ ） 処 理 し 、 色 の
異 な る 複 数 組 の カ ー ド ス ラ イ バ ー （ ｃ ａ ｒ ｄ 　 ｓ ｌ ｉ ｖ ｅ ｒ ） を 製 造 し 、 さ ら に 該 カ ー ド
ス ラ イ バ ー を 練 条 （ ｄ ｒ ａ ｗ ｉ ｎ ｇ ） 処 理 し 、 １ 組 の 練 条 ス ラ イ バ ー （ ｄ ｒ ａ ｗ ｎ 　 ｓ ｌ
ｉ ｖ ｅ ｒ ） を 製 造 し 、 続 い て 該 練 条 ス ラ イ バ ー を 粗 紡 （ ｒ ｏ ｖ ｉ ｎ ｇ ） 処 理 し 、 粗 糸 （ ｒ
ｏ ｖ ｉ ｎ ｇ 　 ｙ ａ ｒ ｎ ） を 製 造 し 、 最 後 に 該 粗 糸 を 精 紡 （ ｓ ｐ ｉ ｎ ｎ ｉ ｎ ｇ ） 処 理 し 、 紡
績 糸 （ ｙ ａ ｒ ｎ ） を 製 造 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 紡 績 糸 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
図 に 示 す 通 り 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 紡 績 糸 の 製 造 方 法 は 、 以 下 の 工 程 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
工 程 （ ａ ） 原 料 を 用 意 す る ： 複 数 組 （ 図 中 で は ４ 組 ） の ト ッ プ （ ｔ ｏ ｐ ） １ ０ ａ ～ １ ０ ｄ
を 用 意 す る 。 該 ト ッ プ の 原 料 は 各 種 天 然 繊 維 （ 例 え ば 棉 、 亜 麻 、 チ ョ マ 、 生 糸 、 綿 羊 毛 、
ア ン ゴ ラ 、 モ ヘ ア （ Ｍ ｏ ｈ ａ ｉ ｒ ） 、 カ シ ミ ア … 等 ） ま た は 各 種 人 工 繊 維 （ 例 え ば ア ク リ
ル 、 ポ リ エ ス テ ル （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ｅ ｓ ｔ ｅ ｒ ） 、 ナ イ ロ ン 、 ビ ス コ ー ス （ Ｖ ｉ ｓ ｃ ｏ ｓ ｅ ） …
等 ） で あ る 。 各 ト ッ プ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ の 色 は そ れ ぞ れ 異 な り 、 そ の 色 は
、 赤 色 、 紫 色 、 茶 褐 色 、 黒 色 、 だ い だ い 色 、 黄 色 、 緑 色 、 青 色 、 深 緑 色 、 灰 色 … 等 で あ る
（ 注 ： ト ッ プ の 色 は 、 そ れ 本 体 の 色 、 ま た は 別 途 染 色 し た も の で あ る が 、 こ れ は 本 発 明 の
重 点 で は な い の で 、 詳 述 し な い 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
工 程 （ ｂ ） 梳 綿 処 理 ： 梳 綿 機 （ ｃ ａ ｒ ｄ ｉ ｎ ｇ 　 ｍ ａ ｃ ｈ ｉ ｎ ｅ ） ２ ０ を 利 用 し て 前 工 程
で 用 意 し た 各 ト ッ プ １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ ま た は １ ０ ｄ を そ れ ぞ れ 数 回 （ 通 常 ３ 、 ４ 回
） 梳 綿 処 理 し 、 繊 維 中 の 夾 雑 物 を 除 去 し 繊 維 を 概 ね 平 行 に な る よ う に 整 え 、 そ れ ぞ れ １ 組
の カ ー ド ス ラ イ バ ー （ ｃ ａ ｒ ｄ 　 ｓ ｌ ｉ ｖ ｅ ｒ ） ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ 、 ３ ０ ｃ ま た は ３ ０ ｄ を
製 造 す る 。 本 実 施 例 で は 全 部 で ４ 組 の 、 色 の 異 な る カ ー ド ス ラ イ バ ー ３ ０ ａ ～ ３ ０ ｄ を 製
造 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
工 程 （ ｃ ） 練 条 処 理 ： 前 工 程 で 得 た 複 数 の カ ー ド ス ラ イ バ ー ３ ０ ａ ～ ３ ０ ｄ を 同 時 に 練 条
機 （ ｄ ｒ ａ ｗ ｉ ｎ ｇ 　 ｆ ｒ ａ ｍ ｅ ） ４ ０ に 入 れ て 練 条 処 理 し 、 一 つ に ま と め て 、 太 さ が 均
等 で 繊 維 配 列 が さ ら に 整 っ た 練 条 ス ラ イ バ ー （ ｄ ｒ ａ ｗ ｎ 　 ｓ ｌ ｉ ｖ ｅ ｒ ） ５ ０ を 製 造 す
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
工 程 （ ｄ ） 粗 紡 処 理 ： 粗 紡 機 （ ｒ ｏ ｖ ｉ ｎ ｇ 　 ｆ ｒ ａ ｍ ｅ ） ６ ０ を 利 用 し て 、 前 工 程 で 得
た 練 条 ス ラ イ バ ー ５ ０ に 牽 伸 （ ｄ ｒ ａ ｆ ｔ ） 、 加 撚 （ ｔ ｗ ｉ ｓ ｔ ｉ ｎ ｇ ） 等 の 処 理 を 施 し
粗 糸 （ ｒ ｏ ｖ ｉ ｎ ｇ 　 ｙ ａ ｒ ｎ ） ７ ０ を 製 造 す る 。 本 実 施 例 で は 、 さ ら に １ ／ ３ ８ Ｓ Ｍ Ｍ
（ ｓ ｐ ｉ ｎ ｎ ｉ ｎ ｇ 　 ｍ ｅ ｔ ｒ ｉ ｃ 　 ｃ ｏ ｕ ｎ ｔ ） 、 収 縮 率 ４ ０ ％ （ ２ ０ ％ 、 ８ ％ で も 可
） の １ 本 の 高 収 縮 糸 を 同 時 に 入 れ 、 撚 度 ３ ０ ～ ４ ５ Ｔ ／ Ｍ （ Ｔ ｗ ｉ ｓ ｔ ／ Ｍ ｅ ｔ ｅ ｒ 、 糸
１ ｍ あ た り の 撚 り 数 ） で 撚 り を か け て １ ／ ３ ８ Ｍ Ｍ （ ｍ ｅ ｔ ｒ ｉ ｃ 　 ｃ ｏ ｕ ｎ ｔ 　 ｆ ｏ ｒ
　 ｙ ａ ｒ ｎ 、 １ ／ ３ ８ Ｍ Ｍ は 糸 １ ｇ の 長 さ が １ ／ ３ ８ ｍ で あ る こ と を 意 味 す る ） に し 、 さ
ら に １ 本 の １ ／ ３ ８ Ｓ Ｍ Ｍ の 高 収 縮 糸 を 撚 度 ７ ５ Ｔ ／ Ｍ で Ｓ 撚 に 撚 り 合 わ せ て 粗 糸 を 製 造
し 、 そ れ を か せ （ ｈ ａ ｎ ｋ ） 状 に 成 形 （ ｂ ｕ ｉ ｌ ｄ ｉ ｎ ｇ ） し 、 さ ら に 糸 に １ ０ ０ ℃ の ス
チ ー ム セ ッ ト 処 理 を 施 し て 形 状 を 固 定 し 、 立 体 感 の あ る ル ー プ ヤ ー ン （ ｌ ｏ ｏ ｐ 　 ｙ ａ ｒ
ｎ ） を 製 造 す る （ 注 ： 後 半 部 分 は 、 実 施 す る 上 で 選 択 す る 。 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
工 程 （ ｅ ） 精 紡 処 理 ： 精 紡 機 （ ｓ ｐ ｉ ｎ ｎ ｉ ｎ ｇ 　 ｆ ｒ ａ ｍ ｅ ） ８ ０ を 利 用 し て 、 前 工 程
で 得 た 粗 糸 ６ ０ を 各 種 の 番 手 （ １ ／ １ ． ５ ～ １ ／ ６ ０ Ｓ Ｍ Ｍ ） の 紡 績 糸 （ ｙ ａ ｒ ｎ ） ９ ０
に し 、 製 品 が で き る （ 注 ： 紡 績 工 程 中 、 後 続 の 巻 返 し （ ｗ ｉ ｎ ｇ ｉ ｎ ｇ ） 、 合 糸 （ ｄ ｏ ｕ
ｂ ｌ ｉ ｎ ｇ ） 、 撚 糸 （ ｔ ｗ ｉ ｓ ｔ ｉ ｎ ｇ ） 等 の 工 程 は 、 本 発 明 の 主 要 構 成 で は な い た め 、
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詳 述 し な い 。 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 述 の 製 造 方 法 は 、 従 来 技 術 の 梳 毛 糸 、 紡 毛 糸 ま た は フ ァ ン シ ー ヤ ー ン （ ｆ ａ ｎ ｃ ｙ 　 ｙ
ａ ｒ ｎ ） 等 の 製 造 方 法 と 異 な り 、 上 述 の 製 造 方 法 で 製 造 し た 紡 績 糸 ９ ０ は 、 そ れ 自 体 が 様
々 な 色 を 有 し て い る こ と か ら 、 該 紡 績 糸 ９ ０ で 織 っ た 布 は 、 別 途 顔 料 捺 染 加 工 を し な く て
も 豊 富 で き め 細 か い 色 彩 を 呈 し 、 非 常 に 独 特 で 従 来 の ど の よ う な 布 と も 異 な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 紡 績 糸 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 ト ッ プ
２ ０ 　 梳 綿 機
３ ０ 　 カ ー ド ス ラ イ バ ー
４ ０ 　 練 条 機
５ ０ 　 練 条 ス ラ イ バ ー
６ ０ 　 粗 紡 機
７ ０ 　 粗 糸
８ ０ 　 精 紡 機
９ ０ 　 紡 績 糸
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